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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第46期

第１四半期連結
累計期間

第47期
第１四半期連結
累計期間

第46期

会計期間

自平成24年
４月１日
至平成24年
６月30日

自平成25年
４月１日
至平成25年
６月30日

自平成24年
４月１日
至平成25年
３月31日

売上高（千円） 9,998,75610,602,00336,567,545

経常利益（千円） 347,142 374,3291,686,506

四半期（当期）純利益（千円） 154,662 209,342 986,882

四半期包括利益又は包括利益

（千円）
153,823 279,2611,037,358

純資産額（千円） 10,477,24011,523,53311,360,743

総資産額（千円） 17,899,10418,948,39518,117,878

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
29.61 40.08 188.96

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 58.5 60.7 62.6

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。　　

　

２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループが営む事業の内容について、重要な変更はありません。また、主要

な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の有価証券報

告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。　

　

２【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 業績

　当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府の金融政策による円安・株高効果により輸出企業を中

心に業績回復の期待が高まり、また消費者心理の改善により個人消費にも持ち直しの動きが出てきている一方、

海外景気の下振れや消費税の引き上げなど懸念要素も残っており、不透明感が拭えぬ状況が続いております。流

通業界におきましても依然として企業間競争は激しく、また我々の属する生活必需品の分野においては消費者の

生活防衛意識も根強いため、厳しい状況が続いております。

　こうした状況下において、当社グループは卸売事業、物流関連事業のシナジー効果を最大化すべく営業活動に励

み、また同時にコスト削減を推し進めてまいりました。

　上記の結果、当第１四半期連結累計期間における当社グループの業績は、売上高は10,602百万円(前年同期比

106.0％)、営業利益は269百万円(前年同期比115.3％)、経常利益は374百万円(前年同期比107.8％)、四半期純利益

は209百万円(前年同期比135.4％)となりました。

　当第１四半期連結累計期間におけるセグメント別の内容は、次のとおりであります。

≪卸売事業≫

　卸売事業におきましては、殺虫剤をはじめとする夏物の季節商材が堅調に推移したものの、企業間競争の激化に

より利益率は低下し、売上高は9,225百万円(前年同期比106.4％)、セグメント利益は21百万円(前年同期比

74.4％)となりました。

≪物流関連事業≫

　物流関連事業におきましては、受託先企業の季節商材の荷動きが良かった影響などにより取扱い物量が増加し、

売上高は1,341百万円(前年同期比101.4％)、セグメント利益は315百万円(前年同期比107.6％)となりました。

≪その他の事業≫

　その他の事業は、前連結会計年度において太陽光発電事業を開始したことにより売上高は34百万円(前年同期比

471.8％)、セグメント利益は21百万円(前年同期比338.5％)となりました。

(2) 財政状態の分析

(資産)

　当第１四半期連結会計期間末における総資産は、18,948百万円(前連結会計年度末比830百万円増加)となりまし

た。流動資産につきましては、10,904百万円(前連結会計年度末比845百万円増加)となりました。主な増減の要因

としましては、受取手形及び売掛金が1,313百万円増加したことによるものであります。固定資産につきまして

は、8,043百万円(前連結会計年度末比14百万円減少)となりました。主な増減の要因としましては、建物及び構築

物が32百万円減少したことによるものであります。

(負債)

　当第１四半期連結会計期間末における負債は、7,424百万円(前連結会計年度末比667百万円増加)となりました。

流動負債につきましては、6,474百万円(前連結会計年度末比657百万円増加)となりました。主な増減の要因とし

ましては、未払法人税等が106百万円減少した一方で、支払手形及び買掛金が249百万円増加したこと、また短期借

入金が650百万円増加したことによるものであります。固定負債につきましては、950百万円(前連結会計年度末比

10百万円増加)となりました。

(純資産)

　当第１四半期連結会計期間末における純資産は、11,523百万円(前連結会計年度末比162百万円増加)となりまし

た。主な増減の要因としましては、利益剰余金が94百万円増加したことによるものであります。

　

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新

たに生じた課題はありません。

(4）研究開発活動

　記載すべき事項はありません。　
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 14,000,000

計 14,000,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成25年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成25年８月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 5,441,568 5,441,568
東京証券取引所

市場第二部

単元株式数は

100株でありま

す。

計 5,441,568 5,441,568 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

  該当事項はありません。　

　 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。　

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成25年４月１日～

平成25年６月30日
－ 5,441,568 － 719,530 － 690,265

 

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載す

ることができないことから、直前の基準日（平成25年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしております。

①【発行済株式】

 平成25年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　218,800 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式  5,219,600 52,196 －

単元未満株式 普通株式      3,168 － －

発行済株式総数 5,441,568 － －

総株主の議決権 － 52,196 －

　 （注）  「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が500株含まれております。

また、「議決権の数」欄には同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数５個が含まれております。

②【自己株式等】

 平成25年６月30日現在

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

ハリマ共和物産㈱
兵庫県姫路市飾東

町庄313番地
218,800 － 218,800 4.02

計 － 218,800 － 218,800 4.02

　 （注）  当第１四半期会計期間末現在の自己株式数は218,939株であります。

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。　
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成25年４月１日から平成

25年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年６月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,381,965 1,140,586

受取手形及び売掛金 ※2
 6,014,087

※2
 7,327,727

商品 2,023,772 1,860,251

その他 641,810 577,863

貸倒引当金 △1,680 △1,438

流動資産合計 10,059,955 10,904,990

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 1,548,684 1,516,593

土地 3,798,984 3,798,984

その他（純額） 770,774 749,220

有形固定資産合計 6,118,444 6,064,798

無形固定資産 53,367 48,614

投資その他の資産 ※1
 1,886,110

※1
 1,929,991

固定資産合計 8,057,922 8,043,404

資産合計 18,117,878 18,948,395

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※2
 3,026,345

※2
 3,275,932

短期借入金 1,420,000 2,070,000

未払法人税等 275,003 168,095

賞与引当金 48,933 33,947

その他 1,046,719 926,179

流動負債合計 5,817,001 6,474,154

固定負債

退職給付引当金 321,034 328,181

役員退職慰労引当金 235,604 239,031

その他 383,495 383,495

固定負債合計 940,133 950,708

負債合計 6,757,134 7,424,862
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 719,530 719,530

資本剰余金 690,265 690,265

利益剰余金 10,353,310 10,447,753

自己株式 △188,000 △188,082

株主資本合計 11,575,104 11,669,465

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 58,668 127,071

土地再評価差額金 △288,147 △288,147

為替換算調整勘定 △4,887 △4,564

その他の包括利益累計額合計 △234,367 △165,640

少数株主持分 20,005 19,708

純資産合計 11,360,743 11,523,533

負債純資産合計 18,117,878 18,948,395
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年６月30日)

売上高 9,998,756 10,602,003

売上原価 8,791,677 9,314,397

売上総利益 1,207,079 1,287,606

販売費及び一般管理費 973,512 1,018,198

営業利益 233,566 269,407

営業外収益

受取利息 2,297 3,112

受取配当金 6,193 8,419

仕入割引 87,096 78,897

その他 23,693 21,193

営業外収益合計 119,281 111,622

営業外費用

支払利息 2,026 1,977

売上割引 3,679 4,685

その他 － 37

営業外費用合計 5,705 6,700

経常利益 347,142 374,329

税金等調整前四半期純利益 347,142 374,329

法人税等 191,049 163,794

少数株主損益調整前四半期純利益 156,093 210,534

少数株主利益 1,430 1,192

四半期純利益 154,662 209,342
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 156,093 210,534

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △2,715 68,402

為替換算調整勘定 445 323

その他の包括利益合計 △2,269 68,726

四半期包括利益 153,823 279,261

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 152,392 278,068

少数株主に係る四半期包括利益 1,430 1,192
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【注記事項】

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

 
当第１四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年６月30日）

 税金費用の計算 　税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引

前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引

前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

　

（四半期連結貸借対照表関係）

※１．資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額

 
前連結会計年度

（平成25年３月31日）
当第１四半期連結会計期間
（平成25年６月30日）

投資その他の資産 13,460千円 13,460千円

　

※２．四半期連結会計期間末日満期手形

四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理をしております。なお、

当四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形が四半期連結

会計期間末日残高に含まれております。

 
前連結会計年度

（平成25年３月31日）
当第１四半期連結会計期間
（平成25年６月30日）

受取手形 25,670千円 30,080千円

支払手形 408 595

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期

連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。　

 
前第１四半期連結累計期間
（自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自  平成25年４月１日
至  平成25年６月30日）

減価償却費 62,700千円 71,706千円

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自平成24年４月１日　至平成24年６月30日）

　配当金支払額

 
 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成24年６月28日

定時株主総会
普通株式 109,677 21 平成24年３月31日 平成24年６月29日利益剰余金

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自平成25年４月１日　至平成25年６月30日）

　配当金支払額

 
 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成25年６月27日

定時株主総会
普通株式 114,899 22 平成25年３月31日 平成25年６月28日利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自平成24年４月１日 至平成24年６月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

　 （単位：千円）

 

報告セグメント
その他
（注１）

合計
　

調整額
（注２）

四半期連結
損益計算書
計上額
　(注３)　

卸売事業
物流関連
事業

計

売上高        

外部顧客への

売上高
8,668,9011,322,4479,991,3497,4079,998,756－ 9,998,756

セグメント間
の内部売上高
又は振替高

96 16,18416,281 － 16,281△16,281 －

計 8,668,9981,338,63210,007,6307,40710,015,037△16,2819,998,756

セグメント利益 28,868292,907321,7756,329328,105△94,538233,566

　(注)１.　「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産賃貸事業等を含ん

でおります。

　　　２.　セグメント利益の調整額△94,538千円にはセグメント間取引消去2,255千円、各報告セグメントに配分

していない全社費用△96,794千円が含まれております。全社費用は、主に提出会社の総務人事・経理

財務部門の一般管理費であります。　

　　　３． セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自平成25年４月１日 至平成25年６月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

　 （単位：千円）

 

報告セグメント
その他
（注１）

合計
　

調整額
（注２）

四半期連結
損益計算書
計上額
　(注３)　

卸売事業
物流関連
事業

計

売上高        

外部顧客への

売上高
9,225,5681,341,49110,567,06034,94310,602,003－ 10,602,003

セグメント間
の内部売上高
又は振替高

91 17,45017,542 － 17,542△17,542 －

計 9,225,6601,358,94210,584,60334,94310,619,546△17,54210,602,003

セグメント利益 21,478315,239336,71821,424358,142△88,734269,407

　(注)１.　「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産賃貸事業及び

　　　　 太陽光発電事業等を含んでおります。

　　　２.　セグメント利益の調整額△88,734千円にはセグメント間取引消去2,178千円、各報告セグメントに配分

していない全社費用△90,913千円が含まれております。全社費用は、主に提出会社の総務人事・経理

財務部門の一般管理費であります。　

　　　３． セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第１四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額 29円61銭 40円8銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 154,662 209,342

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 154,662 209,342

普通株式の期中平均株式数（千株） 5,222 5,222

　(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　　

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

　

　

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

 

  平成25年８月８日

ハ リ マ 共 和 物 産 株 式 会 社  

  取  締  役  会　御  中  

 有限責任監査法人　ト ー マ ツ　 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 仲尾　彰記　　   印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 伊東　昌一　 　  印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているハリマ共和物産株

式会社の平成25年４月１日から平成26年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成25年４月１日か

ら平成25年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年６月30日まで）に係る四半期

連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四

半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ハリマ共和物産株式会社及び連結子会社の平成25年６月30日現在の財政

状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべて

の重要な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。 

以　上

 

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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